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つしま学び講座   ＊事前申込不要・無料 

『信濃宮伝』、『浪合記』試論 

 日 時 ８月１８日（日） 

午前 10 時～11 時半（受付９時４５分） 

 場 所 津島市立図書館 ２Ｆ大集会室 

 講 師 石田泰弘氏（愛西市教育委員会） 

 

江戸時代中期に執筆された『浪合記』。こ

の中で詳しく書かれている後醍醐天皇の曾

孫にあたる人物「良王」。南朝の皇統であり、

津島へ落ち延びた郷土ゆかりの人物として

今もなお語り継がれています。 

今回はこの『浪合記』に加え、その姉妹本

である『信濃宮伝』も採り上げて検証します。 

アウトドアライフを楽しもう 
8 月は家族にとって子どもと触れ合う機会の多い大切な時期です。 

外に出てキャンプや魚釣り、夜空の星を観察するといった楽しい思い出

づくりができると良いですよね。そんなアウトドアライフを応援する図

書を今回は集めてみました。 

●『あこがれの山登り１００の基本』 

学研パブリッシング ７８６.１ア 

本格的な登山を始める方への必読本。 

●『超簡単でウマイ！キャンプのつまみ料理』

実業之日本社 ５９６.４チ 

野外でも簡単に作れる料理を多数紹介。 

●『山と渓谷』（月刊誌）山と渓谷社 

企画展示 

津島の郷土版画展 

場 所 津島市立図書館 １F展示コーナー 

今回寄贈を受ける事となった江戸・明治時

代の浮世絵版画の展示を行います。 

江戸後期から明治にかけて津島では、津島

神社や尾張津島天王祭を題材とした風景版

画を地元の出版人が数多く出版・販売してい

ました。これは地方都市として全国的に珍し

いこととされています。 

出版から約１００～１５０年の年月を経

て時と共に数多くの版画が失われつつあり

希少となってきています。津島の誇るべき文

化遺産の版画を是非一度ご覧ください。 

 

●『アウトドアキャンプ１００の基本』 

学研パブリッシング  ７８６.３ア 

アウトドアの基礎知識はまずこれから。 

●『親子で楽しむ釣りがわかる本』 

地球丸 ７８７.１オ 

●『今夜、流れ星を見るために』 

誠文堂新光社 ４４７コ 

大人のための映画会（事前申込不要・無料） 

上映作品 『父と暮せば』（99 分） 

日 時 ８月２４日（土）午後 2 時より ／ 場 所 津島市立図書館 ２Ｆ大集会室 



 
新 着 図 書 

『秀吉の手紙を読む』   

 

 

ベストリーダー 

 先月の利用の多かった本をご紹介します 

 

本の検索や、行事などの予定、図書館員のコラム（「図書館だより」）など、ほぼ毎日更新しています。 

検索メニューが豊富になり、より便利になりました！ キーワードは「津島市立図書館」。 

http://www.lib.tsushima.aichi.jp/toshokan/ 

休館日 

 ２７日（火）（毎月第４火曜日） 

  

津島市立図書館 

〒496-0854 津島市老松町１－１ 

電話（0567）25-2145 

『シンクロニシティ』川瀬七緒/著 

『愛に乱暴』吉田修一/著 

『執着』堂場瞬一/著 

『春夏秋冬を楽しむくらし歳時記』生活たのしみ隊/編 

『PP バンドで編む毎日使えるプラかご』高宮紀子/著 

『ぐんぐん走ろう！東海自転車』木村雄二/著 

『よくわかる薬の危ない飲み方、飲み合わせ』加藤哲太/監修 

『すぐに使える結びの基本ＢＯＯＫ』小暮幹雄/監修 

『ひたすら面白い小説が読みたくて』児玉清/著 

『来世は女優』林真理子/著 

  ←赤堀涼子が法医昆虫学を駆使して事件に挑むシリーズ第二弾。 

←著者の徹底的に追及したテーマが読者に定評。新聞連載作品を書籍化。 

←テレビドラマでも有名な捜査一課・澤村慶司が難事件を追うシリーズ。 

←和が織りなす暮らしとその趣を四季で楽しむ。 

←梱包に使う丈夫なＰＰバンドでカゴを作ろう。 

←東海三県に加え静岡・福井・滋賀も自転車で旅しよう。 

←薬を飲む前に読んでおきたい必携本。 

←身近な物を基礎から実践的な結び方で学べる本。 

←読書家でもあった故児玉清氏が国内外の小説を解説。 

←週刊文春の連載を書籍化。行動派で探究心に溢れた著者のエッセイ集。 

 手紙から豊臣秀吉の人物像を探り、人間関係や時代背景を

分かり易く検証・解説した本です。 

多くの謎を残している秀吉はどんな人柄だったのか、その

重要な手掛かりとなるのが直筆の手紙です。 

秀吉は筆まめな人物という側面を持ち、母親の大政所に体

を気遣う手紙や、淀君宛へ子秀頼に対する思いを込めた内容

の手紙等を残しています。 

秀吉が農民から関白へ異例の出世を遂げた要因には、手紙

を使った細やかな心配りの作戦があったのかも知れません。 

染谷光廣／著  吉川弘文館 ２８９.１/ソ 

 

図書館のホームページをご利用ください 


